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寒さにあたって甘さが増す！
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テーマ

～土壌診断で土の健康状態をチェック～

ほ場準備と播種作業のポイント

西濃農林事務所農業普及課 ［係長］　水川 真弓さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］　神野 浩司さん

　肥料分の不足・過剰による生理障害の症状は、まず葉に現れま
す（葉全体が黄色くなる、葉先が枯れるなど）。葉物野菜における
生理障害は収量・品質に直接影響するため、土壌診断を定期的に
行い土の健康状態をチェックしましょう。

１．土壌診断における主な診断項目について
（１）ｐＨ（ピーエイチ、ペーハー）
　土壌の酸性(アルカリ性)度合いを表す数値です。ヒトの体で例え
ると「体温」になります。土壌診断の第一の目的はｐＨが適正かど
うかを確認し、必要に応じて矯正することにあります。この値が5.5
～6.5の範囲にあれば、土中の多量要素(窒素、リン酸、カリ、石灰、
苦土)及び微量要素(ホウ素、マンガン、鉄等)をまんべんなく吸収で
きるものと考えられます。多くの野菜は微酸性～弱酸性を好みます
が、種類によって最適ｐＨが異なるため注意しましょう。
（２）ＥＣ（イーシー）
　土壌中に残っている肥料分(主に窒素分)を表す指標です（値が高
い≒肥料残りが多い）。ヒトの体で例えると「血圧」になります。値
は0.2以下が理想ですが、２～３といった非常に高い値を示すほ場
もあります。そうしたほ場では根が水を吸収しづらくなり、生育を阻
害し、ひどいと株が枯れることもあります。
（３）塩基飽和度
　ここで言う塩基とは、前述の石灰、苦土、カリのことです。土壌中

がこの３成分でどれほど満たされているかを％で表示した値が塩基
飽和度です。80～85％くらいが理想ですが、100％を超える過剰
な例も多くみられます。過去に牛糞や鶏糞を大量に投入したことの
あるほ場では一度この値を確認し、過剰であればこの３成分のこれ
以上の投入は控えましょう。
　なお岐阜県では、県内の畜産農家が生産する堆肥の供給者リス
トを県ＨＰにて公開しています。ぜひご活用ください。
＜岐阜県堆肥供給者リスト＞
https://www.pref.gifu.lg.jp/page/840.html

２．正しい結果を得るには
　 正しいサンプリングを
　土のサンプリング（分析土
壌の採取）方法が正しくない
と、そのほ場の健康状態を表
す正しい数値が得られず、間
違った判断をしてしまう恐れ
があります。図を参考に、正し
いサンプリングをしましょう。

１．土作り
　小麦は酸性土壌に弱いため、播種前に苦土石灰などを施用して、
土壌の酸度を矯正します。適正な土壌酸度はpH6.5程度です。土壌
条件にもよりますが、一般的には10㌃あたり苦土石灰100㌔が目安
となります。
     　　 
２．排水対策
　小麦は湿害を受けやすい
ので、降雨後に速やかに雨
水を排水できるほ場作りが
重要です。
　特に、播種時の過湿は出
芽不良を招き、品質・収量を
大きく低下させます。
　小麦の根は、生育の前半
は地表近くに多く分布し、
生育の後半になると深層に広がります。滞水により土壌水分が多す
ぎると根が浅く、茎や葉の発達が悪くなり、収量に影響します。
　前作の終了後、速やかに排水溝を設置し、ほ場の乾田化を進めま
しょう。播種する前に、サブソイラーによる補助暗きょや、溝掘り機

による額縁明きょを設置すると、ほ場が早く乾き、作業計画が立て
やすくなります。また、排水溝が落水口につながっているか、降雨後
に滞水する箇所がないか確認することが重要なポイントです。

３．施肥、播種作業及び除草
　良質な小麦を収穫するためには十分な施肥が必要です。品種ごと
の基肥施用量と播種量の基準は下表のとおりです。また、極端な早
まきは、凍霜害が起こりやすくなるため、品種と地域に適した時期
に播種をしてください。
　除草剤は、播種後に雑草が出芽しないよう、播種直後に土壌処理
剤を散布します。しかし、処理後の降雨や砕土不良などにより除草
効果が十分に得られなかった場合は、栽培期間中に茎葉処理除草
剤を散布します。

小麦

葉物
野菜

　ビタミンA、Cやカロテンを豊富に含み、和・洋・中を問わず、さまざまな料理に使える万能野菜です。
一年を通して手に入りますが、最もおいしくなるのは冬です。寒さにあたることで糖分を蓄え、甘みが増します。

じゃん !  2026.10じゃん !  2026.10じゃん !  2026.10 1011 101010111111 101010111111

◯ホウレンソウは酸性土壌では育ちにくいため、種をまく前には必ず土壌を中性～弱アルカリにすることが大切で
す。作付け前には苦土石灰を散布しましょう。
◯ホウレンソウの発芽適温は15～20℃です。気温が高い時期は、芽出しをしてから種をまきましょう。
◯ホウレンソウは、大別すると葉先が尖って切れ込みが深い東洋種と、葉先が丸く切れ込みが浅い西洋種がありま
す。東洋種は、西洋種と比べ、トウ立ちしやすいため、日長の短い秋まきに利用されることが多いです。

品　種
イワイノダイチ
さとのそら

基肥施用量（10㌃当たり）
セラコートR25 18～20㌔

セラコートRブレンド 22～25㌔

播種適期
10月20日～11月5日
11月1日～25日

播種量（10㌃当たり）
7㌔
7㌔

種まきの2週間前に苦土石灰100～150㌘/㎡を施用し、深さ30㌢程度までよく耕します。
ホウレンソウは直根性で、根系の広がりが旺盛のため、土壌の深い畑が適しています。
1週間前には化成肥料（畑作名人N:P:K=13:13:13）100㌘/㎡を施用し、よく耕します。
その後、畝幅60～70㌢、高さ10㌢程度に畝を立てます。

畑の準備

ホウレンソウ種子は種皮が固いため、給水しにくい特性があります。
発芽を揃えるため、水に浸して種皮を柔らかくし、吸水しやすい状態にしてから種まきします。種 ま き

　

栽培の
ポイント

畝に条間15～20㌢・深さ2㌢程度のまき溝をつけ、1～2㌢間隔で種をすじまきします。
種をまいたら、畝が平らになるくらいに土をかけ、手やクワなどで土を押さえます。
種まき後、たっぷりと水をかけ、土の乾燥に注意します。
苗が小さいうちは不織布をベタ掛けし、苗が成長したら防虫ネットをトンネル掛けして防虫します。

植え付け

1回目の間引き後に追肥します。化成肥料（畑作名人N:P:K=13：13：13）30～50㌘/㎡を条間にまき、軽く土の表面を耕して
おきます。
草丈が10㌢程度になった頃、2回目の追肥を行います。葉が茂って土寄せがやりにくい場合は、無理に土寄せを行わなくてもよ
いでしょう。

追 肥 ･
土 寄 せ

発芽が揃い、本葉が1～2枚の頃に、株間2～3㌢に間引きます。
葉が込み合ってきたら随時間引き、最終的に6～7㌢間隔になるようにします。間 引 き

病害では、べと病は平均気温が8～18℃となり、曇天が続くと発生しやすくなります。また、害虫ではアブラムシ、ヨトウムシな
どが発生しやすいほか、特にシロオビノメイガが、秋の栽培では発生が多くなるため注意が必要です。
これらの害虫は、防虫ネットやトンネルなどを利用して侵入を防ぎましょう。

病 害 虫
防 除

草丈が20㌢程度になった頃が収穫適期です。地際から包丁やハサミで切り取るか、抜き取りをして収穫します。抜き取る際に
は、葉が折れやすいので注意しましょう。収 　 穫

※「さとのそら」の播種作業が遅れた場合は、播種量を9㌔／10㌃程度に増やします。

品種別施肥・播種の目安

図1　作型目安
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